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2 https://www3.nhk.or.jp/lnews/okayama/20230904/4020017844.html
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空飛ぶクルマに関する試験飛行の許可実績
全17回のうち、10回MASC主催、1回支援。

（国土交通省発表／2023年7月現在）

2024年3月実施
延岡市
笠岡市
淡路市
倉敷市
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会長・・・ 井上峰一（倉敷商工会議所）



＜申請者＞
• 一般社団法人ＭＡＳＣ
＜協力事業者＞
• サンワエアロスペースインダストリー株式会社
• 株式会社パソナグループ
• オリックス株式会社
• 株式会社建設技術研究所
• 株式会社日本空港コンサルタンツ
• 株式会社AirX

• 株式会社トラジェクトリー
• アエリアル・イノベーションLLC

• EHang Holdings Limited

③関西・瀬戸内エリアにおける空飛ぶクルマ社会実装事業

2025年度 2026年度 2027年度以降
国外訓練の実施

中核基地等の事前準備
事業会社の設立及び事業一部開始

事業用機体導入

◼申請者・実施体制

• ビジネス化に向けた試験飛行等実証実験（安全運航・電波障害に関する検証）
• パイロット、整備士、運航管理の人材育成、離着陸場候補地の抽出

◼ ビジネス構想を踏まえた2024年度中のアクション

2030年代に関西・瀬戸内エリアが“空のコリドー”で結ばれ、より自由に・より活発に空の
移動が実現する社会の実現をめざす

◼ねらい

国内訓練の実施
中核基地等の整備

（１）飛行実証等ビジネス化に資する取組み （２）ビジネスモデルの検証に資する取組み

◼兵庫・関西でのビジネス構想
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④関西・瀬戸内エリアにおける空飛ぶクルマ社会実装事業

2025年度 2026年度 2027年度以降
国外訓練の実施

中核基地等の事前準備
事業会社の設立および事業一部開始

事業用機体導入

◼申請者・実施体制

• 水上での離着陸場の活用シーン・構造要件・整備コスト・法制度における課題についての
調査

• 空飛ぶクルマの社会受容性向上に向けた取り組み

◼今年度事業概要

◼今後のロードマップ

2030年代に関西・瀬戸内エリアが“空のコリドー”で結ばれ、より自由に・より活発に空の
移動が実現する社会の実現をめざす。

◼ねらい

国内訓練の実施
中核基地等の整備

水上での離着陸場（イメージ） フォーラムのイメージ

（２）ビジネスモデルの検証に資する取組み（１）飛行実証等ビジネス化に資する取組み


